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エコのつぼみとは？
• 愛知淑徳大学の学生ボランティア団体
• 2006年に発足し、自然にとって優しい行動
をとってもらうことを目的として活動。

• 現在は放置竹林の問題について取り組んで
いる。

所属メンバー
磯村和範 小谷優月 樅山紗也 林遥香

二宮主陽 牛山碧人 田中千尋 水野紗菜
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エコのつぼみの活動
～放置竹林～

1. 広葉樹林をじわじわと浸食する

引用：nhk 知っとく東北
https://www.nhk.or.jp/sendai-blog/update/457450.html

２．土砂崩れなどのリスクが発生
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①竹を間伐する

愛知県美浜町でNPOモリ
ビトの会さんと共に竹林

整備を行う。

③ワークショップを行う

竹炭消臭Goodsを活用し、
地域の子どもたちや市民
の方に間伐の必要性や里
山保全について考えても

らう。 

②切った竹を炭にする

竹林整備で切った竹を
燃やし、竹炭を作る。

また竹炭を消臭剤として
活用する。
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現在自分たちから見えている課題

•里山問題がなかなか改善に向かっていない 

•現場での間伐をおこなう人手不足、高齢化 

5

この課題の解決のきっかけになる事業
TAKESUMIがつなぐあいちの輪



7月 トヨタ自動車さんとの打ち合わせ

8月 ワークショップに向けて計画・準備

9月 消臭Goods製作ワークショップ実施

10月 11月の竹林整備ツアーに向けて、

モリビトの会さんとミーティング

年間スケジュール
11月 竹林整備に一緒に行こうツアー実施

12月 NPO法人じゃんぐるじむさん訪問

１月 消臭Goodsを出店に向けて準備

２月 エシカル・ツキイチ・マルシェ出店
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プロジェクト内容と結果
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プロジェクト内容①

竹林整備に一緒に行こうツアー 
一緒に体験することで楽しさと活動の重要性を理解してもらい、
活動の参加者（担い手）に変わっていくように促します。

【取組により得られる効果】

• 里山を保全し、住宅地と里山が共存した形の環境を維持する
• 間伐をおこない里山保全することで生物多様性を維持できるようにする
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竹林整備に
一緒に行こうツアー

• 実施日 ：11月16日（土）
• 参加人数：12人
• 開催場所：愛知県美浜町
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竹林整備に
一緒に行こうツアー
①全体挨拶、活動紹介

・活動の始まりには、
参加者全員が自己紹
介と挨拶を交わし、
交流を深めました。
その後、竹林整備の
重要性について説明
を行いました。

・竹の間伐作業に取
り掛かりました。間
伐の方法や竹の特徴
についての説明を受
けながら、慎重に竹
を切り進めました。

②竹林整備、開始！ ③竹のお皿作り

・切った竹は竹炭に
加工し、一部は竹の
お皿として再利用し
ました。

③竹のお皿で昼食！

・活動の締めくくり
には、モリビトの会
さんが作ってくれた
美味しいカレーを皆
でいただき、楽しい
時間を過ごしました。
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竹林整備に一緒に行こうツアー
～参加者の感想～
①今回のイベントについて、楽しかった点は？ ②今後も参加したいと思いますか（N＝８）

モリビトの会さんとエコのつぼみの
メンバーに加え、知人の参加者と一緒に
活動できたこと。竹林整備に対する
理解が深まった。

竹を切る以外にも、肥料として活用
するために竹を燃やしたり、竹皿を
作ったり、竹が資源になるまでの一連の
サイクルを体験できて良かった。

ツアーに参加することで、参加者は環境保護や地域貢献の
重要性を理解し、継続的に関わりたいと感じる

→⾧期的な人手不足の解消に寄与
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プロジェクト内容②

 TAKESUMIで紡ぐあいちの共生ストーリー 
〇消臭Goodsを企業・福祉施設と作成

もし多くの人が消臭Goodsを手に取るようになれば…

• この消臭Goodsを通じて、多くの方が竹林整備の必要性を知り、足を運
んでくださる

【取組により得られる効果】

• 企業で出されたものを活用して、新しい品物に変える
• NPO、大学、企業、福祉施設などが協力し合い、市民に対して環境保全

を啓発する
• 消臭Goodsの売り上げは福祉施設の方の就労支援につながる
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プロジェクト内容②

vivid maoさんとの
コラボレーション消臭Goodsの作製

トヨタ自動車（株）の
ボランティアの皆さんと

消臭Goods作り

TAKESUMIで紡ぐあいちの共生ストーリー 
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トヨタ自動車（株）の
ボランティアの皆さんと
消臭Goods作り

• 実施日 ：9月2日(月)、9月7日(土)
• 参加人数：21人
• 開催場所：愛知淑徳大学

14



トヨタ自動車（株）の
ボランティアの皆さんと
消臭Goods作り

トヨタ自動車㈱さんより豊田産業技術記念館
の織機実演でできた布をいただく

織機実演で出来た布を消臭GOODsへ
アップサイクルして活用

• 当日は学生が教える側になり、一緒に竹炭
を入れる消臭GOODsの袋を、手縫いでつく
りました。全部で21個作りました。
• 完成したものは、 SDGs AICHI EXPOにて
配られました。
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トヨタ自動車（株）の
ボランティアの皆さんと
消臭GOODs作り

二つの意味を込めた、
持続的な取り組み

竹炭

竹林問題の改善

＋

資源の有効活用

アップサイクル
した布
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障がい者支援を行うNPO法人じゃんぐるじむさん
と協力し，就労支援を利用しているvivid maoさん
が消臭Goodsをデザイン

vivid maoさんの絵画を消臭Goodsへ

• vivid maoさんの鮮やかなデザインにより，見る
人を惹きつける魅力的な消臭Goodsを作製すること
ができました。各面に施された絵柄の配置は，
vivid maoさんのこだわりが詰まっています。

vivid maoさんとの
コラボレーション消臭Goodsの作製
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vivid maoさんとの
コラボレーション消臭Goodsの作製

• 開催日 ：2月16日(日)
• 販売場所：エシカル・ツキイチ・マルシェ

18



①vivid maoさんとのコラボレーション消臭Goodsを計10個販売
→竹炭が環境問題の解決だけでなく、就労支援として社会に貢献する

ことができた。

vivid maoさんとの
コラボレーション消臭Goodsの作製

購入者

消臭剤は地味な見た目なものが多いけど、このよ
うなデザインであれば、注目されやすいと思う。
また色んな意味が込められているため、購入した
いと思った。

商品としての魅力を引き出すために、更なる改良が必要
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竹林整備ツアーの継続

・ワークショップでの参加者
の中で興味を持った方が竹林
整備に参加できるようツアー

を今年度も企画する

トヨタ産業技術記念館と、
vivid maoさんとの連携強化

・トヨタ産業技術記念館さんから頂いた布に
vivid maoさんの絵画をプリントし、

より消臭Goodsを魅力的にする

今後の展望

プロジェクトを今後も継続的し、
問題解決に向けエコのつぼみの輪を広げる
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このプロジェクトにご協力いただいた
皆様、本当にありがとうございました。
エコのつぼみはこの先何年も、学び、

そして成⾧し続けます。

最後に
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